
螺
湾
ブ
キ

ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

新
商
品
続
々
、

町
お
こ
し
に
一
役

螺
湾
ブ
キ
が
北
海
道
遺
産
に
選
ば
れ
、
町
お
こ
し
に
取

り
組
ん
で
い
る
足
寄
町
民
は
活
気
づ
い
た
。
商
工
業
者
、

農
林
業
者
、
町
職
員
な
ど
で
組
織
す
る
足
寄
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
研
究
会
（
甲
斐
孝
志
会
長
）
は
、
螺
湾
ブ
キ
の
商
品

開
発
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、
観
光
産
業
と
の
連
携
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

同
研
究
会
は
螺
湾
ブ
キ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
制
作
し
、
ロ

ゴ
マ
ー
ク
が
入
っ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
エ
プ
ロ
ン
を
作
っ
た
。

７
月
、
螺
湾
ブ
キ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
合
わ
せ
て
１
泊

２
日
の
北
海
道
遺
産
モ
デ
ル
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
、
道
内
か

ら
参
加
し
た
20
人
が
刈
り
取
り
を
体
験
し
た
。
６
月
に
は

足
寄
町
農
協
主
催
の
「
ラ
ワ
ン
ぶ
き
狩
り
」
も
行
わ
れ
た
。

商
品
開
発
で
は
、
同
農
協
が
山
菜
工
場
で
水
煮
缶
詰
、

水
煮
袋
詰
を
製
造
。
町
内
の
菓
子
店
で
は
ヨ
ウ
カ
ン
、
ま

ん
じ
ゅ
う
、
最
中
な
ど
が
売
ら
れ
て
い
る
。

生
の
螺
湾
ブ
キ
を
販
売
す
る
朝
市
か
ら
活
動
を
始
め
た

螺
湾
地
区
の
主
婦
５
人
グ
ル
ー
プ
「
ふ
き
の
と
う
」
は
、

加
工
食
品
開
発
の
実
績
が
目
覚
ま
し
い
。
螺
湾
ブ
キ
の
つ

く
だ
煮
「
ほ
ら
ふ
き
」
と
「
ら
わ
ん
ぶ
き
炊
き
込
み
ご
飯

の
素
」
の
製
品
化
に
成
功
し
、
同
町
観
光
物
産
協
会
の
売

店
や
同
農
協
の
Ａ
コ
ー
プ
で
販
売
し
て
い
る
。

今
年
３
月
に
は
同
農
協
の
食
生
活
改
善
コ
ン
ク
ー
ル
に

出
品
し
た
「
ら
わ
ん
ぶ
き
の
パ
イ
」
に
特
別
賞
が
贈
ら
れ

た
。
代
表
の
木
村
栄
子
さ
ん
（
53
）
は
「
こ
れ
か
ら
も
新

商
品
開
発
に
力
を
入
れ
た
い
」
と
張
り
切
っ
て
い
る
。

る
。
そ
れ
ほ
ど
巨
大
な
螺
湾
ブ
キ
は
姿
を
消
し
た
が
、
現

在
で
も
高
さ
２
〜
３
メ
ー
ト
ル
、
茎
の
直
径
が
約
10
セ
ン

チ
に
な
る
。

螺
湾
ブ
キ
は
、螺
湾
川
の
清
流
と
川
岸
の
砂
質
の
土
壌
、

そ
れ
に
豊
か
な
山
林
に
囲
ま
れ
た
地
理
的
な
好
条
件
が
重

螺
湾
（
ら
わ
ん
）
ブ
キ
は
日
本
一
面
積
の
広
い
町
（
約

１
４
０
０
平
方
キ
ロ
）
十
勝
管
内
足
寄
町
の
螺
湾
地
区
を

流
れ
る
螺
湾
川
に
沿
っ
て
自
生
す
る
日
本
で
最
大
の
フ
キ

だ
。
馬
に
乗
っ
た
人
の
頭
上
に
、
高
さ
４
メ
ー
ト
ル
前
後

の
フ
キ
の
葉
が
生
い
茂
る
大
正
初
期
の
写
真
が
残
っ
て
い

清
流
の
恵
み

高
々
と

2627

ら

わ

ん


